
 
 

地産地消を基本とした創作食品の開発と地元商品のＰＲ 

学生団体名 うらら こま探 ｓ（小松短期大学 地域創造学科） 
 協力校 JＲＣ（小松市立高校 普通科，小松商業高校 商業科） 
      グループ会員総数２８名 
 （小松短期大学生６名，小松市立高校生１０名，小松商業高校生１２名） 

参加学生 中村真緒・荷川取里恵・谷本あゆ美・松田奈緒・竹本愛良・山崎栞 等 

１．調査研究成果概要 
 (株)こまつ賑わいセンターと共同で市主催の事業等へ参加し，小松の食文化を理解しながら，小松

の食材を使用した創作料理（カレーうどんパン）の製造および販売を行った。活動を通して，その地

域の風土や文化を学び，地元の食材や商品をどのようにＰＲしたらいいかを検討した。

イベントへの参加が一番近道であることがわかったが，継続的なＰＲ活動をするには，地味だがブ

ログなどのインフラも活用すべきであるとの結論に至った。 

２．調査研究の目的 
小松駅中心商店街（三日市・八日市・駅前レンガ通り・中央通り）の衰退に歯止めをかけるため，

学生の目線で各種事業を提案実施してみる。また，小松市那谷地区の里山活用活動拠点施設を利用し

て，地産地消に関する協議を重ねながら新たな創作料理の開発を行い，販売をしながら小松市民の食

に対する指向性を探った。 

３．調査研究の内容 
  下記の具体的事業に参加するに当り，クラブ員が事前に議題を整理し合意を得て推進した。 

・「農家カフェ」（8/19～21 開催） 
東京家政大学，金城大学短期大学部のサークルと共に実施 

・「こまつまるごとエンジョイ・エコ」（10/23 開催） 
小松市とこまつ環境パートナーシップの共催事業に参加し，小松うどんパンを販売 

・「こま探シュラン」ブログ制作（11/17，12/1） 
「お店の一押し商品」の味わい体験の感想とＰＲをブログで掲載 

【活動記録】 

６月１５日 「農家カフェ」に関する打ち合わせ。

以下の申し合わせ事項があった。

場所：里山活用活動拠点となっている，里山自然学校こまつ滝ヶ原で開催 
日程：８月１９～２１日 
役割分担：家政大 メニュー，レシピ，調理 
     金短 イメージキャラクター制作，ユニフォームデザイン制作 
     本学 食券制作，接客 
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③ 地域住民との協働 
行政が被害によるデータ整備を行い，そのデータを利用して住民・行政・組合等が一体となって対策

を考えている。また，施工の専門業者ではなく地域住民が防護柵を設置することにより，コストを減ら

し，維持管理が住民の手により素早くとり行うことができる。  
 
5. 調査研究に基づく提言 
◆ハード面 

・林縁伐採や下草刈りによる緩

衝地帯の設置 
・イノシシの行動生態を考慮し

た防護柵の設置 
・伐採地に家畜を放牧し，山に

人の気配を入れる 
・行政支援により，狩猟者の増

加を見込む 
◆ソフト面 

・フィードバックを目的とした

データ整備 
・集落同士による情報交換・合

意形成・足並みをそろえた対

策 
・イノシシ肉を活用し，啓蒙活動の一環にする 
・イノシシ肉の流通ルートを確立し，狩猟者増加を促す  
周辺環境整備を含めた『ハード面』，そして『ソフト面』を交えた『複合的な対策』がこれからの獣害

対策には効果的であると考える。 
 
6.  調査研究の自己評価 

この研究に取り組んで日が浅く，時間不足のためイノシシ被害の実態把握に留まり，その対策まで十

分検討できなかった．今後この研究成果を活かし，実際に試験地を設け，林縁伐採及び放牧地を設置し，

石川県内での実施効果をモニタリングしたいと考えている。その際には，行政や，地域住民との協働が

必要不可欠であり，それぞれに，この獣害対策の理解を得てもらい，協力して頂きたいと考えている。

また，獣害問題に対し，被害をゼロにしていくだけに終わらせず，害獣を資源とする等，プラスに変え

ていくことが長期的な対策を維持する上で必要であるため，イノシシの資源化・流通の整備を具体的に

考えていきたい。 
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ヶ原町及び大杉町の住民の方々に，心より感謝申し上げます。  

図-7 複合的対策の考え方 
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従来からあるカレーパンに小松うどんを混ぜたシンプルなものだったが，来場者の反応はよかった。

小松うどんへの愛着があるようで，ブランド力の強さを感じた。米粉を使ったパン生地も好評だった。

小松の活性化と料理研究を兼ねて，市内の飲食店を紹介するブログに投稿する活動では，的確に商

品を紹介するのも大事だが，読者が行きたくなるような文章表現力や，写真の撮り方なども研究しな

ければならないことを学んだ。そういったものは，情報雑誌などを参考にした。

これらの活動を通じて，小松の風土と文化を少し理解することができた。その上で，それぞれの得

意分野を活かしながら，ひとつのことをやり遂げていく過程は，社会生活を営むのに大切であること

を感じることができた。 

５．調査研究に基づく提言 
とかく地方は，高齢化や過疎化が進み，何かをやろうと思ってもエネルギーが湧いてこなかったり，

人手不足だったりして，アイデアだけで終わってしまいがちである。それが悪循環となって，ますま

す若者が去っていく。それを打開するには，外の力を借りるのが近道であることがわかった。しかし，

そのような受け身の体勢では，すぐに行き詰まってしまう。活性化のノウハウを吸収しながら自立で

きる力を養う必要があると感じた。

６．調査研究の自己評価 
この研究活動は，小松市立高校，小松商業高校，そして本学の有志による集まりだったが，残念な

がら高校生との接点が少なかったように感じる。本来，本学が中心になって活動していかなければな

らないのだが，顧問ミーティングがあまり行われず，それぞれの役割分担ができなかったのが原因だ

と思う。

活動には，同僚や他のコミュニティとの接点が必要で，それらを適切に管理しなければ物事は達成

できない。本事業はその点においては不十分だったと思う。その中で学生たちは最大限活動してくれ

たので，大過なく終了することができたのではないかと思う。

 ◆「農家カフェ」のお披露目式         ◆カレーうどんパンの制作 

 

 
 

７月６日 「農家カフェ」に関する打ち合わせ。

本学担当の食券制作と接客について，それぞれの担当者を決めた。 
８月４日 「農家カフェ」現地下見。

開催地周辺および会場の建物の状態を視察した。フロアのサイズから収容人

数やテーブルの設置場所などの検討を行った。 
８月１７日 「農家カフェ」食券制作。

ランチ２種類，デザート４種類，ドリンク４種類のチケットを制作した。 
８月１９～２１日 「農家カフェ」参加。

マスコミにも取り上げられたこともあり，大盛況のうちに終了した。

３日間とも，目玉の農家カレーは１時までには完売した。 
１０月１９日 「こまつまるごとエンジョイ・エコに」に関する打ち合わせ。

以下の申し合わせ事項があった。

場所：リサイクルセンター（大野町環境美化センター内） 
日程：１０月２３日，１０：００～１５：００ 
販売品：カレーうどんパン 
販売目標：１５０個 
今年開発した塩焼きそばパンはまだ研究の余地があったため，開発済みのカ

レーうどんパンを販売することにした。 
１０月２３日 「こまつまるごとエンジョイ・エコに」参加。

あいにくの雨で，かつ似たような出店があったが，１３時までには完売した。 
１１月１７日 「こま探シュラン」の取材。

日本自動車博物館（小松市二ツ梨町）内にある，「喫茶ローバー」を訪問し，

店の雰囲気や一押し商品を取材した。それをコメントとともにブログにアッ

プした。 
１２月１日 「こま探シュラン」の取材。

ぴえろ（小松市向本折町）を訪問し，店の雰囲気や一押し商品を取材した。

それをコメントとともにブログにアップした。 

４．調査研究の成果 
野菜や穀物加工品には小松独自の進化を遂げたものがあるが，それがあまり広まっていない（特に

県外）。そこで，それらを組み合わせたオリジナル料理を作り，マスコミ等で取り上げてもらいなが

ら広めることにした。小松の食材が知られ使われるようになれば，間接的に小松駅中心商店街の活性

化にもつながると思ったからだ。

このような計画と平行して，東京家政大学のサークルが，小松市滝ヶ原でオリジナル料理を販売す

る企画が持ち上がり，里山研究とも合致することから，本学も参加することになった。東京家政大学

は栄養学科の学生が参加し，オリジナル料理の開発を行った。このため，本学は販売に関する役割を

担当することになった。やることは，注文どおりの料理を運ぶという簡単なものだったが，来場者と

ふれあうきっかけを得ることができ，食に対する指向性を知るチャンスを得ることができた。

また，省エネ（エコ）の推進をＰＲする事業に参加し，オリジナルパンの製造および販売をした。
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